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保護者にも見ていただきましょう 

本校ホームページでも見ることができます 

 
 
 
 

 
 

12月 22日は「冬至」。1年で最も日が短く、この日を境に

日が長くなっていくため、「太陽が復活する日」として古く

から世界中でお祝いされてきました。日本での冬至の習慣

「ゆず湯」は、体を温めるだけでなく柚子は実るまでに長い

年月がかかることから「長年の苦労が実るように」との願い

も込められているそうですよ。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保健だより 

健 １２月号より 



 
 
 
 
 
 
ストーブで温まった空気を少しも逃したくないけれど、部屋を閉

めきると二酸化炭素や細菌・ウイルスなども閉じ込めています。 

二酸化炭素の濃度が上昇すると頭痛や吐き気、集中力低下を引き

起こします。細菌やウイルスが感染症の元であることは言うまでも

ありませんね。  

窓を開けて室内をすっきりさせましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 効率のよくない窓の開け方 

一か所のみ開ける 
 

部屋全体に空気が流れず、一部し

か換気できない。 
 

図2 効率のよい窓の開け方 

対角線上、二か所開ける 

空気の入口と出口ができ、大きく

空気が流れる。 

換気扇がついている部屋でも同様に、換気扇と対角線上の窓を少し開けて

おくと換気扇の効果がアップ！ 

図４ 教室の換気(常時) 

 廊下側前方と窓側後方の欄間窓を

対角線上に二か所、10～20cm程開け

ておく。 

 

図3 図2との比較 

向かい合わせ、二か所開ける 
 
空気は一部しか流れない。 

定期的に窓やドアを全開にして空気を総入れ替えするのも効果的です。 

ちなみに風がない日は一分間全開にしても、室温は１℃程しか下がらない 

ので、思い切って窓を開けましょう。 

効率のよい換気 
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Baｄ！ 

Baｄ！ 


